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要要約約  

本研究は、⽇本の英語教育における英語観の変遷にふれた上で、筆者が担当する教員養成課程に在籍
する⼤学⽣の間で Global Englishes に対する受容が⾼まりつつあることを⽰す。研究⼿法として、国
際英語論、近年では Global Englishes for Language Teaching（GELT）として知られるパラダイムに
基づくコースにおける 10 年以上の指導経験を基盤とし、学⽣からのフィードバックに対する綿密な
質的分析を実施した。 
本研究では、World Englishes（WE）および English as a Lingua Franca（ELF）に対する学⽣の態度
の変化に焦点を当てている。分析の結果、学⽣たちの間で多様な英語変種に対するより開放的な姿勢
が醸成されつつあることが⽰唆された。この知⾒は、⽇本の英語教育において、従来のネイティブス
ピーカー主義からの重要なパラダイムシフトが起こりつつある可能性を⽰唆している。 
 
This study explores the evolving perspectives on English language in English language 
teaching and demonstrates an increasing acceptance of Global Englishes among university 
students enrolled in the teacher training program taught by the author. The research 
methodology is grounded in over a decade of teaching experience in courses based on the 
World Englishes paradigm, recently known as Global Englishes for Language Teaching 
(GELT). A detailed qualitative analysis of student feedback was conducted. The study focuses 
on changes in students' attitudes towards World Englishes (WE) and English as a Lingua 
Franca (ELF). Analysis results suggest a growing openness among students towards diverse 
varieties of English. This finding suggests a potentially emerging paradigm shift in English 
education in Japan, gradually moving away from the traditional native speaker-centric 
approach. 
 
キーワード: global Englishes, English as a lingua franca, world Englishes, ネイティブスピーカー主
義、教職課程 
 
11.. ははじじめめにに  

英語の世界的な普及に伴い、World Englishes（WE）、English as an International Language
（EIL）、English as a lingua franca（ELF）というパラダイムが発展してきた。これらのパラダ
イムは、英語教育における従来のネイティブスピーカー規範に挑戦し、英語教育における新た
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な視座を提供するものである（各パラダイムの概要については、Hino, 2001、藤原 2014、Rose 
& Galloway, 2019, 柴⽥・仲・藤原, 2020 を参照）。⽇本では、歴史的に英語教育の主流はネイ
ティブスピーカー、特にアメリカ英語のモデルを重視してきた（Hino, 2018）。しかし、以下で
詳述するように、近年、英語の多様な使⽤状況に対する認識が⾼まり、英語教育においても上
述の国際英語論の視点を取り⼊れる動きが⾒られるようになっている。  

本論⽂の主たる⽬的は、こうした変化が教員志望の学⽣の態度にどのように反映されている
かを、⾦城学院⼤学で実施されている GELT（Global Englishes for Language Teaching）のコー
スを通じて検討することである。学⽣のフィードバックを質的に分析し、近年の学⽣たちが WE
や ELF の概念を受け⼊れる傾向にあることや、ネイティブスピーカリズムから脱却しつつある
ことについて論じる。 
 
22.. 研研究究背背景景  
2.1. 英語教育におけるネイティブスピーカー主義 

ネイティブスピーカー主義の初出は Holliday（2005, p. 6）であり、「『ネイティブスピーカ
ー』の教師が『⻄洋⽂化』を代表し、英語と英語教育の理想を体現しているとする信条」（原
⽂は“the established belief that 'native-speaker' teachers represent a 'Western culture' from which 
spring the ideals both of the English language and of English language teaching methodology.”）
と定義されている。この概念は、英語教育におけるネイティブスピーカーと⾮ネイティブスピ
ーカーの間に⼆項対⽴と緊張を⽣み出し、⾮常に強い影響を及ぼしてきた（ネイティブスピー
カー主義に関する最近の研究レビューについては、Hiratsuka, 2024 を参照）。ネイティブスピ
ーカー主義は、英語のネイティブスピーカーが⾔語能⼒の理想のモデルであるという信念であ
り、教科書の内容や⾔語評価において、ネイティブに近い発⾳や⽂法、話し⽅、さらには⾮⾔
語的表現を絶対視する傾向に⾒ることができる（その批判的検討については、藤原, 2007, 2014, 
Fujiwara, 2020 を参照）。 
 
2.2. グローバル英語（Global Englishes）と教育的意義 
⼀⽅、Global Englishes は、英語が世界の多様な話者によって形成された複数の変種を持つ⾔

語と捉える別（alternative）の視点を提供する。GELT のパラダイムは、WE、EIL、ELF、批判
的応⽤⾔語学を取りまとめ、「英語」を単⼀のものと捉える考え⽅を批判している（Rose & 
Galloway, 2019; Rose, McKinley & Galloway, 2021）。このパラダイムシフトにより、我々は英語
が、善かれ悪しかれ、国際共通語としての役割を果たす現実をより包括的に理解することがで
きる。 

こうした国際的な動きに対応して、⽇本の⽂部科学省もカリキュラムのガイドラインで「世
界の英語の多様性を認識すること」の重要性を強調し始めている。例えば、『⾼等学校学習指
導要領解説 外国語編（英語）』（⽂部科学省, 2018）では、現代の英語が国際的なコミュニケー
ションの⼿段として広く使われ、多様な語彙、綴り、発⾳、⽂法などの特徴を持つことを認識
させる指導の重要性が強調されている（⽂部科学省, 2018, p. 133）。 

このような背景から、英語教員養成プログラムのコアカリキュラムでは、「国際共通語とし
ての英語」の概念が英語史の領域の中の「コア」に含められている（東京学芸⼤学, 2017）。こ
れらの世界的なトレンドと⽇本の教育政策から⾒て分かるように、GELT に関連する要素を英語
教育に取り⼊れる必要性は⾼まりつつある。 
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上記の背景をふまえて、本論⽂では、筆者が実施している GELT コースを紹介し、コースに
対する学⽣のフィードバックを質的に分析してその印象を探る。 
 
33.. 研研究究⼿⼿法法  
3.1. GELT コースの概観と⽬的 
筆者の提供する GELT（Global Englishes for Language Teaching）コースは、2011 年に愛知

教育⼤学で始まり、現在は⾦城学院⼤学で提供されている。本コースの⽬的は、教員志望の学
⽣に世界における「英語」の包括的な理解を提供することである（本 GELT コースの初期の内
容については、藤原 2015 を参照）。このコースでは、WE や ELF といった主要な概念を学⽣に
紹介し、従来のネイティブスピーカーモデルを批判的に検討し、⽇本の英語教育の実践を再考
することを奨励する。カチュル（Kachru, 1985）の内円、外円、拡⼤円に基づく英語の多様性、
理解可能度（intelligibility）の問題、ELF 研究、英語教育法、コミュニケーション能⼒の評価、
批判的応⽤⾔語学の視点からのグローバルなコミュニケーションにおける英語の役割など、幅
広いトピックを取り扱う（Appendixのシラバス参照）。 

主な教科書は『英語教育のための国際英語論―英語の多様性と国際共通語の視点から』（柴
⽥・仲・藤原, 2020, ⼤修館書店）であり、筆者もその共著者である。その書籍をベースとし、
国内外の資料も取り⼊れ、毎年最新の研究を紹介することを⼼がけている。 

このコースの⽬的の⼀つは、将来の英語教師が⽣徒に⾔語的多様性やグローバルな英語圏コ
ミュニティを理解できるようにすることである。ディスカッション、⼩テスト、課題、様々な
英語アクセントや英語変種の学びを通じて、英語教育におけるネイティブスピーカー規範の絶
対的位置を多⾓的かつ批判的に検討する。 
 
3.2. 研究参与者 

本研究の参加者は、2023年度に当該の GELT コースを履修した英語専攻の⼥⼦⼤学⽣ 8名で
ある。そのうち 3 名は教職課程に所属していた。コース開始時に実施した簡易的な調査による
と、教職課程に所属する 3 名全員が英語教師を⽬指していた。 
彼⼥たちは、イギリス、オーストラリア、カナダ、アメリカ合衆国などの英語圏での数週間

から 2ヶ⽉程度の滞在、また韓国、台湾、⾹港などでの短期の旅⾏や留学経験があった。コース
開講時より「英語に対する視野を広げたい」や「国ごとの英語の違いについて学びたい」とい
ったコメントが⾒られ、クラス全体が World Englishes に対して積極的な態度を⽰していた。 
 
3.3. 分析 
収集したデータは、各クラス終了後に提出されたリアクションシートである。これらのシー
トの内容をカテゴリごとにコード化し、繰り返し現れるコードや顕著なコードを分類し、コー
ド間で共通する要素が⾒られる場合、それらを統合して重要な要因を抽出した。分析には、質
的研究分析に広く使⽤されるソフトウェアである MAXQDA ver. 24 を⽤いた。本論⽂では、分
析の初期段階で特定された結果の⼀部を⽰す。 
 
44.. 研研究究結結果果  
4.1. ネイティブスピーカー規範に対する学⽣の認識 
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筆者が実施してきたこの GELT コースの初期段階では、多くの学⽣がネイティブスピーカー
モデル、特にアメリカ英語やイギリス英語に強い好意を⽰していた。これは、⽇本における社
会的傾向を反映しており、ネイティブスピーカー主義が依然として強く根付いていることを⽰
している（Hiratsuka, 2022, 2024）。例えば、教科書や⼤学⼊試では、アメリカ英語の変種が他
の英語よりも優先される明確な傾向がある（藤原, 2017; Kawashima, 2019）。2015 年に⾦城学
院⼤学で本コースが開始された当初、ネイティブスピーカー、特にアメリカ英語の規範を押し
付けることが社会に与える負の影響について議論すると、学⽣が混乱を⽰すことが珍しくなか
った。 

しかし、2021 年に共通テストが導⼊され、アメリカ英語だけでなくイギリス英語や⽇本出⾝
の話者による英語も含まれるようになった頃から、⼤きな変化が⾒られつつある。⼤学⼊試セ
ンター（2021）は「多様な話者による現代の標準的な英語を使⽤する」と強調している。その
結果、共通テストの模擬試験のリスニング教材には、オーストラリア英語やインド英語の話者
の⾳声などが含まれるようになった。このような社会的な変化が進⾏する中で、ネイティブス
ピーカー主義は依然として⽇本の主流の英語教育に根付いている。 
 
4.2. World Englishesへの⾼まる受容 

こうした状況の中、最近の学⽣からのフィードバックは態度の変化を⽰している。GELT コー
スを受講している学⽣は、いわゆるノン・ネイティブの英語変種に対してより受容的になって
きていると⾔ってよい。2023 年に収集されたリアクションシートでは、授業に出席していた全
6 名の学⽣が中等教育のリスニング教材にノン・ネイティブの英語変種を含めることに対して肯
定的な意⾒を⽰した。ある学⽣は「聞き分けることは難しいかもしれないが、⾊々な英語話者
が世界中にいるので、英語でコミュニケーションを取るためにも必要なことだと思う」と述べ
た。また別の学⽣は、「良いと思います」と述べ、共通テストのリスニングセクションに含め
るのであれば「ただし慣れる必要があるため、学校の教科書や授業に取り⼊れて教える必要が
あると思います」と強調した。 
 
4.3. GELT が発⾳とコミュニケーションに対する意識に与える影響 

さらに、近年のコースの学⽣は⾃分⾃⾝の「⽇本語アクセントの英語」に対しても前向きな
姿勢を⽰すようになった。シラバスに⽰されているように、この GELT コースでは、ネイティ
ブに似た発⾳よりも理解可能度（intelligibility）の概念を強調している。具体的には、内円、外
円、拡⼤円からの多様な英語話者のリスニングに焦点を当てた活動を実施している。2023 年に
は、イギリス、オーストラリア、インド、フィリピン、シンガポール、⽇本、韓国、中国、ロ
シア、イタリア、スウェーデン、メキシコ、アラビア、南アフリカなど、幅広い国と地域の話
者を取り上げた。『中学校学習指導要領解説 外国語編（英語）』（⽂部科学省, 2017）でも推奨
されているように、こうした多様な英語変種に触れることは、理解可能度の重要性を学⽣に認
識させ、彼らの英語に対する⾃信を⾼める助けとなることが期待される。 

コースでは、学⽣が⽇本語アクセントの英語を評価する際に理解可能度に焦点を当てるよう
になり、ある学⽣は「⽇本⼈らしい英語も理解出来るレベルであればいいのではないかと考え
る」と述べ、別の学⽣は「ネイティブらしさよりも理解可能度を評価するという点においてと
ても賛成である」と述べた。これは、TOEFL iBT や CEFR（Council of Europe, 2020）など、
理解しやすさとコミュニケーションを重視する⽅向にシフトしている⾔語評価の世界的なトレ
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ンドと⼀致している。その結果、学⽣は⾃⾝のノン・ネイティブとしてのアイデンティティを
受け⼊れ、他の英語変種の妥当性を認めるようになっている。 

これらの発⾒は、この GELT コースを履修した限られた学⽣の観察に基づくものであるが、
効果的なコミュニケーションこそが⾔語学習の主⽬標であり、ネイティブらしさではないとい
う認識が広がりつつあることを⽰している。約 10 年以上にわたり⼤学で同様のコースを教えて
きた際に、「英語の多様性は⼤事だと思います。でもネイティブスピーカーの英語を追求すべ
きと思います」という学⽣の反応に何度も直⾯してきたが、この最近の変化は、重要なパラダ
イムの変化を⽰している。 
 
55.. デディィススカカッッシショョンン  
5.1.ネイティブスピーカー主義への挑戦 

学⽣の間で WE や ELF に対する受容的態度が芽⽣えつつあるにもかかわらず、ネイティブス
ピーカー主義は⽇本の教育システムや多くの英語教育（ELT）の状況において依然として根強
い。先に述べたように、教科書、教材、評価基準は依然としてネイティブスピーカーの規範を
反映している。この状況が続く限り、多くの中学・⾼校の教師は特定のネイティブ英語話者に
強く依存した英語教育を継続する可能性が⾼い（藤原, 2017）。 
Uchida & Sugimoto（2020）が 2015 年に実施した中学校英語教師 100名への調査では、教室

での「発⾳モデルとして好まれる英語の変種」が問われた。結果として、56%が標準的なイギ
リス英語/アメリカ英語を⽀持し、37%が標準的なアメリカ英語、2%が標準的なイギリス英語を
選んだ⼀⽅、それ以外の変種を選んだのはわずか 5%であった。この結果は、⾹港における類似
の調査で地域の英語変種に対してより肯定的な態度が⽰された結果と⾮常に対照的である
（Tsang, 2021）。また、若⽣、松浦、千葉（2021）の最近の研究では、中学校英語教師 48 名
のうち 90%以上が「中学⽣に英語の多様性を教えることに賛成だ」との問いに肯定的な回答を
⽰している。この結果は、WE や ELF への意識の⾼まりを⽰唆している。しかし、85%の回答
者が「検定教科書に多様な英語に関する内容があれば，それを教えることは可能だ」という記
述に強く同意しており（つまり教科書に書かれていないと、教えることが困難）、教師や教員
養成者がより包括的な英語教育を実施する上での⼤きな課題を浮き彫りにしている。Rose と
Galloway（2019）が指摘するように、地域および国家レベルでの応⽤⾔語学者間の意識を⾼め、
徐々に体系的な変⾰を促進することが重要である。 
 
5.2. 教員養成課程の役割 

教員養成は、ネイティブスピーカー主義から Global Englishes の視点へと移⾏を促進する上で
重要な役割を果たすと思われる。筆者が提供する GELT コースのような授業は、将来の教師に
対して既存の規範に挑戦し、より包括的な教室を育成するために必要な知識とツールを提供し
ている。学⽣に多様な英語変種を紹介することで、教員養成者はネイティブスピーカー主義の
イデオロギーを解体し、英語に対するより広範な理解を促すことができよう。最近、Hiratsuka
（2024）はネイティブスピーカー主義を超えるためのスタンスとして「トランススピーカー主
義（trans-speakerism）」の概念を提案しており、このシフトには⾼い職業意識に加えて、
Global Englishesへの深い理解と⾼度な intercultural awareness が必要であると論じている。 
前述の若⽣ら（2021）の研究では、教育実習⽣の 67%が中学⽣に英語の多様性を教えること

を⽀持しており、⼀⼈の学⽣は「英語でコミュニケーションする⼈々は英語圏の国の出⾝者に
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限られない。異なるアクセントを含む多様な英語に触れさせることは、グローバル社会を⽣き
る上で学⽣に利益をもたらす」とコメントしている（若⽣ら, 2021, p. 5）。本 GELT コースのよ
うな授業を履修する機会が増えれば、Global Englishes に対するより深い理解を持つ英語教師が
より多く輩出されることが期待される。 

本研究は、限られた参加者を対象としたケーススタディであり、⼀部の結果を⽰しているに
過ぎない。筆者は、20 年以上にわたる研究と約 15 年の教員養成における GELT コースの経験
に基づき、GELT の視点への顕著なシフトを観察しているが、さらなる分析結果の提⽰が必要で
ある。今後も研究が進展するにつれ、結果を共有し続けていきたい。 
 
66.. 結結論論  

本研究を通じて、GELT コースは学⽣の英語に対する認識を変え、ネイティブスピーカー主義
からの脱却を促進する上で重要な役割を果たしている可能性が⽰された。学⽣は英語の多様性
を受け⼊れ、理解可能度を重視する⽅向へとシフトしている。しかし、ネイティブスピーカー
主義は依然として教育現場に強く残っており、その変⾰にはさらなる取り組みが必要である。 
今後の課題としては、GELT の視点をより広く教育現場に浸透させるための具体的な⽅策を検

討することが挙げられる。特に、教科書の内容や教師のトレーニングプログラムにおいて多様
な英語変種を取り⼊れ、教師がその価値を理解し実践できる環境を整えることが重要である。
筆者は、科研費のプロジェクト（24K04172）を通して、GELT に基づくアプローチを英語教育
や教員養成の場で広めるとともに、GELT を意識する⼈々をつなぐオンライン・プラットフォー
ムを開発する予定である。このような取組により、⽇本の英語教育がより現実的で包括的なも
のへと進化していくことが期待される。 
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AAppppeennddiixx: 『世界の英語』のシラバス 
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